
消
しょう

費
ひ

者
しゃ

庁
ちょう

では、 重
じゅう

篤
とく

度
ど

・ 症
しょう

例
れい

数
すう

の多
おお

い８品
ひん

目
もく

を「特
とく

定
てい

原
げん

材
ざい

料
りょう

」として、加
か

工
こう

食
しょく

品
ひん

などへの 表
ひょう

示
じ

を義
ぎ

務
む

付
づ

けています。そのほかにも原
げん

因
いん

食
しょく

物
もつ

はさまざまで、人
ひと

によって反
はん

応
のう

が出
で

る 量
りょう

、 症
しょう

状
じょう

の重
おも

さは異
こと

な

り、体
たい

調
ちょう

によって変
か

わることもあります。 

 

アナフィラキシーは、複
ふく

数
すう

の臓
ぞう

器
き

にわたって全
ぜん

身
しん

にア

レルギー 症
しょう

状
じょう

が 現
あらわ

れることで、 アナフィラキシーの

うち、血
けつ

圧
あつ

低
てい

下
か

や意
い

識
しき

障
しょう

害
がい

を 伴
ともな

う場
ば

合
あい

をアナフィラ

キシーショックといい、一
いっ

刻
こく

も早
はや

く治
ち

療
りょう

 

しないと 命
いのち

に関
かか

わります。 

花
か

粉
ふん

症
しょう

の人
ひと

の中
なか

には、生
なま

の果
くだ

物
もの

や野
や

菜
さい

を食
た

べると、

口
くち

の中
なか

や喉
のど

にかゆみやしびれなどが起
お

こる「口
こう

腔
くう

アレルギ

ー 症
しょう

候
こう

群
ぐん

」（花
か

粉
ふん

- 食
しょく

物
もつ

アレルギー 症
しょう

候
こう

群
ぐん

ともいう）

を発
はっ

症
しょう

することがあります。 

まれに、アナフィラキシーを起
お

こす 

こともあるので、 注
ちゅう

意
い

が必
ひつ

要
よう

です。 

 

 

 

       令和６年２月 

さ西海市立平島学校給食共同調理場 

 

スギやヒノキの花
か

粉
ふん

が飛
ひ

散
さん

するこの季
き

節
せつ

、「花
か

粉
ふん

症
しょう

」の 症
しょう

状
じょう

に悩
なや

まされている方
かた

も多
おお

いのではないでしょうか？  

花
か

粉
ふん

症
しょう

もアレルギーの一
ひと

つですが、アレルギーとは、本
ほん

来
らい

は 病
びょう

原
げん

菌
きん

などの異
い

物
ぶつ

から 体
からだ

を守
まも

る仕
し

組
く

みである「免
めん

疫
えき

」が、ある特
とく

定
てい

の

異
い

物
ぶつ

に対
たい

して過
か

剰
じょう

に反
はん

応
のう

し、 症
しょう

状
じょう

を引
ひ

き起
お

こすことです。その中
なか

で、食
た

べ物
もの

が原
げん

因
いん

となるものを「 食
しょく

物
もつ

アレルギー」と呼
よ

びます。 

 

症
しょう

状
じょう

が出
で

ずに食
た

べられる 量
りょう

は人
ひと

によって異
こと

なり、成
せい

長
ちょう

するにつれて 

変
か

わる場
ば

合
あい

もあります。定
てい

期
き

的
てき

に専
せん

門
もん

の医
い

療
りょう

機
き

関
かん

を受
じゅ

診
しん

し、医
い

師
し

の診
しん

断
だん

のもと、

「必
ひつ

要
よう

最
さい

小
しょう

限
げん

の原
げん

因
いん

食
しょく

物
もつ

の除
じょ

去
きょ

」を 心
こころ

がけることが大
たい

切
せつ

です。 

 


